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「
火
災
保
険
の
改
定
」 

 

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
、
今
年
で
一
〇
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
復

興
庁
発
表
に
よ
る
復
興
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
令
和
三
年
三
月
末
ま
で
に
第
一
復
興
・
創
生

期
間
が
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
被
災
者

支
援
（
長
期
の
避
難
生
活
に
伴
う
心
身
の
ケ
ア
、

住
宅
・
生
活
再
建
支
援
な
ど
）
、
住
ま
い
と
街
の

復
興
（
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
）
、
産

業
・
生
業
の
再
生
（
観
光
振
興
、
農
業
・
水
産
業

の
支
援
な
ど
）
、
福
島
の
復
興
・
再
生
（
原
発
事

故
に
よ
る
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
、
除
染
作
業
な

ど
）
の
各
分
野
で
、
達
成
率
も
九
〇
％
後
半
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
対
す
る
達
成
率

な
の
で
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に

は
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
必
要
で
す
が
、
復
興

も
一
区
切
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
次

の
第
二
復
興
・
創
生
期
間
で
は
、
国
と
被
災
地
方

公
共
団
体
が
協
力
し
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
な
ど

の
支
援
に
取
り
組
み
、
地
方
創
生
と
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
被
災

地
の
完
全
な
る
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
復
興
は
、
目
に
見
え
る
形
で

進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
一
〇
年
も
の
間
に
は

地
震
以
外
に
も
様
々
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
台

風
や
集
中
豪
雨
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
大
雪

な
ど
、
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
規
模
の
災
害

も
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
豪
雪
、
二
〇

一
六
年
に
は
台
風
、
二
〇
一
八
年
に
は
豪
雨
、
二

〇
一
九
年
に
は
豪
雨
と
台
風
に
よ
り
、
各
地
に
大

き
な
損
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
然

災
害
（
台
風
、
大
雨
、
土
砂
災
害
、
豪
雪
）
に
よ

っ
て
建
物
に
損
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
店
舗
総

合
保
険
や
住
宅
総
合
保
険
な
ど
の
火
災
保
険
に
加

入
し
て
い
れ
ば
、
保
険
金
の
支
払
い
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
年
々
自
然
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
保
険
金
の
支
払
総
額
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
保
険
商
品
は
収
支
相
等
の
原
則

で
成
り
立
っ
て
お
り
、
契
約
者
か
ら
預
か
る
保
険

料
の
総
額
と
、
契
約
者
へ
支
払
っ
た
保
険
金
の
総

額
な
ど
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
為
、
支
払
保
険
金
が
増
加
す
る
と
、
保

険
料
も
増
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
近
年
の

自
然
災
害
に
よ
る
支
払
保
険
金
の
増
加
の
影
響
に

よ
り
、
定
期
的
な
料
率
改
定
（
保
険
料
や
補
償
内

容
の
改
定
）
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
直
近
で
は

令
和
三
年
一
月
に
火
災
保
険
の
料
率
改
定
が
あ

り
、
保
険
料
が
六
％
～
八
％
ほ
ど
値
上
げ
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
料
率
の
改
定
で
す
が
、
損
害
が
減
る

と
、
当
然
で
す
が
保
険
料
も
安
く
な
り
ま
す
。 

  

「
地
震
保
険
の
改
定
」 

先
日
、
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度

六
強
の
地
震
が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
余
震
と

考
え
ら
れ
る
と
気
象
庁
が
発
表
致
し
ま
し
た
。 

一
〇
年
の
月
日
が
経
っ
て
も
な
お
、
震
度
六
強
の

地
震
が
余
震
と
い
う
こ
と
に
、
改
め
て
東
日
本
大

震
災
の
大
き
さ
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震

以
外
に
も
、
二
〇
一
六
年
に
は
大
分
県
中
部
と
熊

本
県
、
二
〇
一
八
年
に
は
大
阪
北
部
と
北
海
道
胆

振
東
部
を
そ
れ
ぞ
れ
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
地
震
に
よ
っ
て
建
物
に

損
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
地
震
保
険
に
加
入
し

て
い
れ
ば
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
保
険
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
地
震
保
険
も
火
災
保
険
と

同
様
に
料
率
改
定
が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
地

震
保
険
は
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
二

一
年
と
三
段
階
で
の
改
定
を
予
定
し
て
お
り
、
保

険
料
は
三
回
の
改
定
で
平
均
一
四
％
程
度
値
上
げ

さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
静
岡
県
に
所
在
す
る
木

造
の
建
物
で
、
地
震
保
険
に
一
〇
〇
〇
万
円
加
入

す
る
の
に
必
要
な
保
険
料
は
、
四
二
二
〇
〇
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
の
契
約
よ
り
八
．
五
％
の
値

上
げ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
火
災
保
険
も
地
震
保

険
も
令
和
三
年
一
月
一
日
以
降
の
契
約
（
新
規
及

び
更
改
）
か
ら
、
順
次
新
し
い
料
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
今
年
更
新
を
迎
え
る
火
災
保
険
契
約

は
、
保
険
料
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。 


